
7,014 
7,217 

7,447 

5,560 5,654 5,724 

5,000

6,000

7,000

8,000

R3 R4 R5

６５歳の単身世帯数と６５歳以上のみの世帯数

６５歳の単身世帯数 ６５歳以上のみの世帯数

身寄りのない高齢者への支援のあり方について（死後事務等） 

 

１．独居高齢者数の増加・地縁や血縁関係の希薄化等により、支援困難な場面が増加中 

 

 

 

 

                                                         

     

・契約・医療行為などの意思決定支援の機会増加。 

・生活場面（買い物、金銭管理など）の支援が 

増加。 

・孤立死の発生。その後の対応をどうするか。 

                                                    

 

【生前】 

 

   

 

 

                                                     本人の意思に基づき、様々な支援を活用できる。 

【死後】 

       

 

 

 

 

    生前に比べて、法律上できないことも多く、支援が困難となる 

 

２．死後についての対応策 

     

など対応できる方法があるが、 

    ①対応方法を知らない 

   ②対応方法をどうやって実行したらよいかわからない   実施している人は少ない。 

   ③費用が準備できない 

     

３．国の動向（別紙資料あり） 

・「持続可能な権利擁護支援モデル事業」の実施 

・高齢者等終身サポート事業者ガイドライン策定（令和６年６月） 

・住宅確保要配慮者に対する法律等の一部を改正する法律(令和６年６月５日公布) 

→市でもさまざまな事例から課題や対応策の検討が必要となってきています。  

資 料 ⑤ 
 

親戚も近所の人も疎遠になってしまった。 

1人暮らしで、誰に頼ったらいいのかわから 

ない。 

どうしたらいい？ 
介護サービス、有料サービス、地域の支援など 

意思決定支援・成年後見制度 

葬儀は誰がするの？納骨はどうするの？ 

その費用はどこから支払う？ 

遺品の片づけができない！財産はどうしたらいいの？ 

生前契約 死後事務委任 遺言書 

出典：長浜市人口統計 
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誰
も
が
安
心
し
て
歳
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
「
幸
齢
社
会
」
づ
く
り
の
実
現

２
事
業
の
概
要
・
ス
キ
ー
ム
、
実
施
主
体
等

○
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
の
生
活
上
の
課
題
に
向
き
合
い
、
安
心
し
て
歳
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
市
町
村
に
お
い
て
、
①
身
寄

り
の
な
い
高
齢
者
等
の
生
活
上
の
課
題
に
関
す
る
包
括
的
な
相
談
・
調
整
窓
口
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
②
主
に
十
分
な
資
力
が
な
い
な
ど
、
民
間
に
よ
る
支
援

を
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象
に
総
合
的
な
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る
取
組
を
試
行
的
に
実
施
し
、
課
題
の
検
証
等
を
行
う
。

１
事
業
の
目
的

【実
施
主
体
】
市
町
村
（
委
託
可
）

【基
準
額
】
１
自
治
体
あ
た
り
5
,0
0
0
千
円
／
取
組

【
補
助
率
】
3
/4

１
．
包
括
的
な
相
談
・
調
整
窓
口
の
整
備

見
守
り

生
活
支
援

財
産
管
理

残
置
物
処
分

死
後
対
応

法
律
相
談

権
利
擁
護

終
活
支
援

入
居
支
援

－
単
身
高
齢
者
等
包
括
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

－

支
援
プ
ラ
ン

の
交
付

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
の
相
談
を
受
け
止
め
、
公
的
支
援
や
民
間
事
業
者
等
が
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
の
社
会
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
包
括
的
支
援
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
各

種
支
援
・
契
約
の
履
行
状
況
の
確
認
等
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
相
談
・
調

整
窓
口
を
整
備
。

相
談

【
高
齢
者
等
】

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

包
括
的
支
援

契
約
支
援

履
行
報
告
等

つ
な
が
り
支
援

２
．
総
合
的
な
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る
取
組

十
分
な
資
力
が
な
い
な
ど
民
間
に
よ
る
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
方
や
社
会
資
源
が
乏
し
い
地

域
で
生
活
す
る
方
が
支
援
の
狭
間
に
落
ち
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
を
対

象
に
、
意
思
決
定
支
援
を
確
保
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
支
援
に
加
え
て
、
入
院
・
入
所
時
の

身
元
保
証
を
代
替
す
る
支
援
や
死
後
の
事
務
支
援
を
併
せ
て
提
供
す
る
取
組
を
実
施
。

身 寄 り の な い 高 齢 者 等

社 会 福 祉 協 議 会 等

市 町 村

日
常
生
活
支
援
に
加
え
て
、
身
元
保
証
を
代
替
す
る
支
援
や
死

後
の
事
務
支
援
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
供

補 助 、 委 託

実
施
報
告

家
賃
債
務
保
証
な
ど

新
た
な
権
利
擁
護
支
援
策
構
築
に
向
け
た
「
持
続
可
能
な
権
利
擁
護
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
施

（
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
費
等
補
助
金
：
「
持
続
可
能
な
権
利
擁
護
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
）

《
業
務
内
容
》

意
思
決
定
支
援
を
確
保
し
な
が
ら
以
下
の
業
務

を
実
施

・
地
域
の
社
会
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
『
包
括
的

な
支
援
プ
ラ
ン
』
の
作
成
。

・
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
支
援
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や

各
種
契
約
支
援
、
履
行
状
況
確
認

・
様
々
な
分
野
の
活
動
や
人
と
人
と
の
つ
な
ぎ
合

わ
せ
な
ど
地
域
づ
く
り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト な
ど

本
人
に
寄
り
添
っ
た
意
思
決
定
の
支
援

身
元
保
証
を
代
替
す
る
支
援

（
例
）
入
院
・
入
所
時
の
手
続
支
援
／
緊
急
連
絡
先
の
指
定
の
受
託
・

緊
急
時
の
対
応
等

日
常
生
活
支
援

（
例
）
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
手
続
代
行
／
公
共
料
金
の
支
払
代
行
／

生
活
費
の
管
理
・
送
金
／
印
鑑
・
証
書
・
重
要
書
類
の
保
管
等

死
後
の
事
務
支
援

（
例
）
病
院
等
の
費
用
の
精
算
代
行
/遺

体
の
確
認
・
引
き
取
り
/居

室
の
原
状

回
復
/残

存
家
財
・
遺
品
の
処
分
/葬

儀
・
納
骨
・
法
要
の
支
援

※
「持

続
可
能
な
権
利
擁
護
支
援
モ
デ
ル
事
業
」に
お
け
る
「身
寄
り
の
な
い
人
等
に
対
す
る
市
町
村
が
関
与
し
た
新
た
な
生
活
支
援
（
金
銭
管
理
等
）
・
意
思
決
定
支
援
に
関
す
る
取
組
」
の
取
組
例

令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
1
.0

億
円
の
内
数
（
9
8

百
万
円
）

※
（
）
内
は
前
年
度
当
初
予
算
額

7
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○
高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト事

業
者
が
行
う金

融
機
関
の
手
続
及
び
携
帯
電
話
の
解
約
に
つ
い
て
、調

整
を
行
うと
とも
に
、今

後
、様

々
な
場
面
で
高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト事

業
者
の
活

用
が
見
込
ま
れ
る
関
連
業
界
や
自
治
体
へ
の
ガ
イド
ライ
ン
の
周
知
を
行
う。

○
高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト事

業
の
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、関

係
す
る
制
度
（
重
要
な
治
療
方
針
に
関
す
る
関
わ
り方

、介
護
保
険
外
サ
ー
ビス
、  
死
亡
届
、成

年
後
見
制
度
）
の
見
直

し等
の
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、ガ
イド
ライ
ン
の
普
及
や
関
連
制
度
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、認

定
制
度
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

契
約
締
結
に
あ
た
って
留
意
す
べ
き
事
項

○
契
約
締
結
に
あ
た
って
、事

業
者
は
、民

法
や
消
費
者
契
約
法
に
定
め
られ
た
民
事
ル
ー
ル
に
従
い
つ
つ
、契

約
内
容
の
適
正
な
説
明
（
契
約
書
・重
要
事
項
説
明
書
を
交
付
した
説
明
）

を
行
うこ
とが
重
要
。ま
た
、医

療
・介
護
関
係
者
等
との
連
携
や
、推

定
相
続
人
へ
の
説
明
な
ど、
き
め
細
か
い
対
応
を
行
うこ
とが
望
ま
しい
。

○
寄
附
・遺
贈
に
つ
い
て
は
、契

約
条
件
に
す
る
こと
は
避
け
る
こと
が
重
要
で
あ
り、
遺
贈
を
受
け
る
場
合
も
公
正
証
書
遺
言
に
よ
る
こと
が
望
ま
しい
。

等

全
般
的
な
事
項

契
約
の
履
行
に
あ
た
って
留
意
す
べ
き
事
項

事
業
者
の
体
制
に
関
す
る
留
意
事
項

○
利
用
者
が
安
心
して
利
用
で
き
る
よ
う、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じた
情
報
開
示
、個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
、事

業
継
続
の
た
め
の
対
策
、相

談
窓
口
の
設
置
に
取
り組

む
こと
が
重
要
。

○
契
約
の
履
行
に
あ
た
って
は
、契

約
に
基
づ
き
適
正
に
事
務
を
履
行
す
る
とと
も
に
、提

供
した
サ
ー
ビス
の
時
期
や
内
容
、費

用
等
の
提
供
記
録
を
作
成
、保

存
、定

期
的
な
利
用
者
へ
の
報

告
が
重
要
（
後
見
人
に
も
情
報
共
有
が
重
要
）
。利

用
者
か
ら前

払
金
（
預
託
金
）
を
預
か
る
場
合
、運

営
資
金
等
とは
明
確
に
区
分
して
管
理
す
る
こと
が
望
ま
しい
。な
お
、履

行
の
際

に
も
医
療
・介
護
関
係
者
等
との
連
携
が
重
要
。

○
利
用
者
か
らの
求
め
が
あ
れ
ば
、利

用
者
が
契
約
を
解
除
す
る
際
に
必
要
な
具
体
的
な
手
順
等
の
情
報
を
提
供
す
る
努
力
義
務
を
負
う。

○
利
用
者
の
判
断
能
力
が
不
十
分
とな
った
場
合
、成

年
後
見
制
度
の
活
用
が
必
要
。成

年
後
見
人
等
が
選
任
され
た
後
は
、契

約
内
容
に
つ
い
て
も
よ
く相
談
す
る
こと
が
望
ま
しい
。

等

○
病
院
へ
の
入
院
や
介
護
施
設
等
へ
の
入
所
の
際
の
手
続
支
援
、
日
用
品
の
買
物
な
ど
の
日
常
生
活
の
支
援
、
葬
儀
や
死
後
の
財
産
処
分
な
ど
の
死
後
事
務
等
に
つ
い
て
、

家
族
・
親
族
に
代
わ
っ
て
支
援
す
る
、
「
高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
う
事
業
者
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

○
こ
の
事
業
は
、
死
後
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
み
、
契
約
期
間
が
長
期
で
あ
る
こ
と
等
の
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
保
護
の
必
要
性
が
高
く
、
事
業
者
の
適
正
な
事
業
運

営
を
確
保
し
、
事
業
の
健
全
な
発
展
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
利
用
の
安
心
等
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
今
後
、
事
業
の
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
業
務
の
内
容
が
民
事
法
や
社
会
保
障
関
係
法
に
広
く
ま
た
が
る
こ
と
か
ら
、
遵
守
す
べ
き
法
律
上
の
規
定
や
、
留
意
す
べ
き
事
項
等
を
関
係
省
庁
横
断
で
整
理
し
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
提
示
す
る
。

高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト
事
業
者
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
主
な
ポ
イ
ン
ト
）

○
事
業
者
の
適
正
な
事
業
運
営
を
確
保
し、
高
齢
者
等
終
身
サ
ポ
ー
ト事

業
の
健
全
な
発
展
を
推
進
し、
利
用
者
が
安
心
して
当
該
事
業
を
利
用
で
き
る
こと
に
資
す
る
よ
うに
す
る
こと
を
目
的

とす
る
。

○
本
人
との
契
約
に
基
づ
き
、「
身
元
保
証
等
サ
ー
ビス
」及
び
「死
後
事
務
サ
ー
ビス
」を
事
業
とし
て
継
続
的
に
提
供
して
い
る
事
業
者
を
主
な
対
象
とす
る
。

○
サ
ー
ビス
提
供
に
あ
た
って
は
、利

用
者
の
尊
厳
と自

己
決
定
を
尊
重
。ま
た
、関

連
す
る
制
度
等
を
活
用
しつ
つ
、利

用
者
の
価
値
観
等
に
基
づ
く意
思
決
定
が
行
わ
れ
る
よ
う配

慮
す
る
こと

が
重
要
。

関
連
す
る
制
度
・事
務
に
関
す
る
政
府
の
取
組
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○ 単身世帯の増加（※）、持家率の低下等により、要配慮者の賃貸
住宅への円滑な入居に対するニーズが高まることが想定される。
※ 単身高齢者世帯は、2030年に800万世帯に迫る見通し。

○ 孤独死や死亡後の残置物処理等の入居後の課題への不安から、
単身高齢者など要配慮者に対する大家の拒否感が大きい。
他方、賃貸の空き室は一定数存在。

○ 改正住宅セーフティネット法(H29年)の施行後、全国で
700を超える居住支援法人（※）が指定され、地域の居住支援の
担い手は着実に増加。

１．大家と要配慮者のいずれもが安心して利用できる市場環境の整備
２．居住支援法人等が入居中サポートを行う賃貸住宅の供給促進
３．住宅施策と福祉施策が連携した地域の居住支援体制の強化 が必要

●住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律等の一部を改正する
法律案

法案の概要

背景・必要性

【目標・効果】
（KPI） ① 居住サポート住宅の供給戸数 ： 施行後10年間で10万戸

② 居住支援協議会を設立した市区町村の人口カバー率 ： 施行後10年間で９割

○ 終身建物賃貸借（※）の利用促進
※賃借人の死亡時まで更新がなく、

死亡時に終了する（相続人に相続されない）賃貸借

・終身建物賃貸借の認可手続を簡素化

（住宅ごとの認可から事業者の認可へ）

○ 居住支援法人による残置物処理の推進
・入居者死亡時の残置物処理を円滑に行うため、

居住支援法人の業務に、入居者からの委託に基
づく残置物処理を追加

○ 家賃債務保証業者の認定制度の創設
・要配慮者が利用しやすい家賃債務保証業者

（認定保証業者）を国土交通大臣が認定

⇒ (独)住宅金融支援機構の家賃債務保証保険に
よる要配慮者への保証リスクの低減

○ 居住サポート住宅による大家の不安軽減
（２．参照）

1．大家が賃貸住宅を提供しやすく、要配慮者
が円滑に入居できる市場環境の整備

【住宅セーフティネット法、高齢者住まい法、
住宅金融支援機構法】

※要配慮者の入居支援（物件の紹介等）、入居後の見守りや
相談等を行う法人（都道府県知事指定）

○ 国土交通大臣及び厚生労働大臣が共同で基本方針を策定

○ 市区町村による居住支援協議会（※）設置を促進（努力義務化）し、
住まいに関する相談窓口から入居前・入居中・退居時の支援まで、
住宅と福祉の関係者が連携した地域における総合的・包括的な
居住支援体制の整備を推進
※地方公共団体の住宅部局・福祉部局、居住支援法人、不動産関係団体、福祉関係団体等を

構成員とした会議体

３．住宅施策と福祉施策が連携した地域の居住支援体制の強化
【住宅セーフティネット法】

２．居住支援法人等が入居中サポートを行う
賃貸住宅の供給促進

○ 居住サポート住宅（※）の認定制度の創設
※法律上は「居住安定援助賃貸住宅」

・居住支援法人等が、要配慮者のニーズに応じて、
安否確認、見守り、適切な福祉サービスへのつな
ぎを行う住宅（居住サポート住宅）の供給を促進
（市区町村長（福祉事務所設置）等が認定）

⇒生活保護受給者が入居する場合、住宅扶助費
（家賃）について代理納付（※）を原則化

※生活保護受給者は住宅扶助費を一旦受け取った後に賃貸人に
支払うが、特例として保護の実施機関が賃貸人に直接支払う

⇒入居する要配慮者は認定保証業者（1.参照)が家
賃債務保証を原則引受け

【住宅セーフティネット法】

＜居住サポート住宅のイメージ＞

要配慮者

訪問等による
見守り

福祉
サービス
（例）
困窮者自立
支援、介護等

福祉サービス
へのつなぎ

ICT等による安否確認
(例)人感センサー

都道府県・市区町村
（住宅部局、福祉部局）

不動産関係団体
（宅建業者、賃貸住宅
管理業者、家主等）

居住支援法人
福祉関係団体

（社会福祉法人等）

居住支援法人等

入居中

入居前

退居時
（死亡時）

高齢者の入居拒否の理由
は、居室内での死亡事故
等への不安が約 9 割

見守り、入居後の課題の
相談を求める大家も多い

要配慮者に対する
大家の入居拒否感

ひとり親世帯

低額所得者

障害者

高齢者

約２割

約５割

約７割

約７割
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